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公立幼児教育機関における「社会に開かれた」教育課程の開発実態と課題

―地域・学校・行政の連携に注目して― 
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要旨：

「社会に開かれた」幼児教育課程の実現に有意義な示唆を与えるために，本論文は学習指導要領によ

る縛りをより強く受けている公立幼児教育機関における教育課程編成の実態とともに，存在してい

る課題の究明を目指す。そのために，M 市に注目し，当市の教育理念や方針をはじめ，学校・地域と

の連携に対する行政のスタンスを見た後，当市の公立幼児教育機関 2 園における教育活動において，

地域との連携に関する活動量の比較分析を行ったうえ，「社会に開かれた」幼児教育課程の実現にお

ける地域・園・行政の連携に関する課題を考察した。 
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１．はじめに 

グローバル化の進展に伴い，世界経済を巡る

不透明感の高まりから，グローバルな不確実性

が高まりつつあり，それは円安や物価上昇とい

った形で私たちの日常生活にも大きな影響を及

ぼしている。グローバル化の進展に伴って生じ

てくる様々な問題の解決に，従来の学校教育で

は対応しかねないという認識のもと，改訂され

た平成 29 年度の学習指導要領では，変化の激し

い社会において，子どもたちが困難を乗り越え，

未来に向けて進む希望や力を手に入るために，

社会とのつながりの中で学ぶことのできる「社

会に開かれた」教育課程の実現が提起され1，学

習指導要領改訂の目玉的存在となった。 
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この「社会に開かれた」教育課程の実現におい

て，とりわけ，地域の課題を学校と地域が協議し

て決定したうえ，学校教育の目標を設定するこ

とや，教育活動において地域の人的・物的資源を

活用する等，学校と地域との連携が大いに求め

られている。また，行政の役割は地域学校協働活

動の実施とされ，地域社会にある教育資源の発

掘や企業・団体との連携を行うことなどが具体

的な業務となっている2。 

「社会に開かれた」教育課程に対する考えが

幼児教育にも貫かれており，平成 30 年度から全

面実施となった幼稚園教育要領においては，地

域・社会とのつながりを重視する「社会に開かれ

た」教育課程の実施が決められた。 
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これまで，幼児教育においては，地域の特徴を

生かす教育課程の開発研究が多く蓄積されてき

た。しかし，そのほとんどは，個々の幼児教育機

関での独自の取り組みを紹介したり，改善すべ

き課題を探求したりすることに留まっていた3。

幼児教育全体を視野に入れ，教育課程編成の在

り方を探ることを目的とした拙作の「地域の特

色を生かした幼児教育課程編成の試み―守山市

立吉身幼稚園の取り組みに焦点を当てて―」の

中で，家庭と地域をつなげる特色ある就学前教

育課程の編成を各幼稚園に任せているため，園

のマンパワーの格差が教育課程の格差につなが

ることを明らかにし，質のよい就学前教育課程

の編成を実現するために，教職員全体の力量の

向上とともに，行政によるサポート体制づくり

が問われると結論づけた4。また，「シンガポール

の幼児教育課程編成における『地域資源利用』の

構想と実際」の中で，シンガポールの幼児教育課

程編成・実施及びその背景を明らかにした上で，

コミュニティ・保護者による協力体制に加え，政

府によるサポート体制が確立されていることが，

幼児教育活動における地域資源活用の後押しと

なっていることを究明した5。シンガポールの幼

児教育における地域資源活用に関する研究が日

本の幼児教育課程編成に示唆を示していると考

えられるものの，全体的に見るとき，これまで

「社会に開かれた」幼児教育課程の開発に際し

て，その立つべき土台である幼児教育現場の実

態究明につながる先行研究が充分に蓄積されて

きたとは言い難い。 

先行研究のこうした限界を補い，「社会に開か

れた」幼児教育課程の実現に有意義な示唆を与

えるために，本論文は学習指導要領による縛り

をより強く受けている公立幼児教育機関におけ

る教育課程編成の実態とともに，存在している

課題の究明を目指す。なお，論文の構成について

は，第 2節では，本論文で取り上げている M 市

に注目し，当市の教育理念や方針をはじめ，学

校・地域との連携に対する行政のスタンスを見

ていく。第 3 節では，幼児教育課程編成の実態

と課題を究明するために，M 市の公立幼児教育

機関 2 園における教育活動に注目し，地域との

連携に関する活動量について比較分析を行う。

第 4節では，第 3節での分析を踏まえ，「社会に

開かれた」幼児教育課程の実現における地域・

園・行政の連携に見られる課題を考察し，第 5節

では論文のまとめを行う。 

２．M市の概況

M 市は，近畿地方北東部に位置しており，地

域を流れる河川沿いの四季折々の自然豊かな風

景が残されている水に恵まれた土地である。縄

文時代から弥生時代の古代遺跡が多くあり，日

本という国の初めを知る貴重なものとして注目

されている。近年京都・大阪のベッドタウンとし

て高い人口増加率を維持し，近畿地域住み続き

たい街ランキングで連続（いい部屋ネット）上位

を獲得し続けてきた6。2023 年現在，市内には，

保育園・幼稚園・子ども園などの幼児教育保育機

関が合計 20数か所点在している。これまで，一

人ひとりの子どもに行き届くきめ細かな指導を

行うために，市費による教員の雇用が推進され

てきたことなど，教育に力を入れている地域と

しても注目を集め続けてきた7。

2.1 M 市の教育理念・方針

心豊かでたくましい人格の形成を図り，これ

からの国際社会で貢献できる人の育成が教育理

念とされてきた M 市では，令和元年に策定され

た『教育行政大綱』において，「大地に根を張り，

心豊かにたくましく生き抜く人づくり～ふるさ

とを愛し，未来に実を結ぶ教育～」8という基本
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理念が打ち出された。この理念から，未来を担う

子どもを育てるために，子どもに自らの人生を

たくましく生き抜く力とともに，ふるさとや地

域に対する強い愛着を育むことも意識されてい

ることがわかる。 

この理念の実現に向けて，以下 3 つの柱，す

なわち「子どもの“生きる力”を育む（自立と共

生の基盤づくり）」，「子どもの育ちを支える学

校・園の教育環境を整える（子どもの夢づくり）」，

「すべての人が学び，生き生きと暮らせる地域

社会を創る（人づくり・まちづくり・環境づく

り）」を中心に，学校・園の教育とともに，市民

が生涯にわたって学び続けられる地域社会の創

造に具体的な施策が講じられてきた9。 

詳しく見ていくと，まず，第1の柱である

「子どもの“生きる力”を育む」において，①

確かな学力の育成，②豊かな心とたくましく生

き抜く力の育成，③「いじめを許さない」学

校・園づくり，④健やかな心身を育む，⑤一人

ひとりのよさを伸ばす特別支援教育の充実，⑥

国際社会に貢献する人材の育成，の6点の施策

が掲げられている。これらの施策を通じて，

「確かな学力」「豊かな心」「健やかな体」

（知・徳・体）とともに，命・自然の大切さ，

挑戦する意欲や他者との協働の重要性を実感す

るための体験活動の充実を通して，望ましい人

間関係をつくる力や最後まで我慢強くやり抜く

力，自ら学び，考え，行動する態度など，より

よい社会を創るための力を子どもたちに養うこ

とが目指されている10。 

次に，第2の柱である「子どもの育ちを支え

る学校・園の教育環境を整える」においては，

学校・園が「子どもの夢づくりの舞台」となる

ように，教育内容のさらなる充実を図るととも

に，地域や学校・園の特色を生かした教育の推

進が目指されている。とりわけ，学びの基礎を

形成する幼児教育の充実を図り，幼児教育・小

学校教育・中学校教育の円滑な接続を推進する

ことで「学びの連続性」を大切にすることが重

視され，そのために，①「幼・小・中の連携・

接続」と特色ある学校・園づくりの充実，②教

職員・保育者の資質向上，③学校・園環境の充

実，④家庭の教育力の向上，⑤地域力を生か

す，の5つの施策が示されている11。 

そして，第3の柱である「すべての人が学

び，生き生きと暮らせる地域社会を創る」にお

いては，個人の成長と地域社会の発展を担う社

会教育の意義が強調され，地域における人と人

との関わりの中で育む「人づくり」を通して，

自らの個性や能力を生かして活躍できる「市民

力」の育成に努めることが目指されている。そ

のための基本施策として，①社会教育・生涯学

習の推進および青少年の育成，②図書館機能の

充実，③文化・芸術の振興，④スポーツの振

興，⑤文化財の活用，⑥人権教育と人権啓発の

推進，の6点が掲げられている12。 

このように，M市の教育行政において，学

校・園が子どもの夢づくりの舞台となり，郷土

に愛着を持ち，これからの国際社会で貢献でき

る人の育成が重視されている。また，子ども一

人ひとりの能力を最大限に伸ばし，生きる力を

確実に育成するとともに，市民が世代を越えて

集い，学び，語り合い，人生を豊かにする活動

や交流など，学校と地域とのつながりや連携に

も重点が置かれていることがわかる。 

2.2『まるごと活性化プラン』 

近年，M 市の教育行政は，市の目指している

「人・まち・自然が元気な健康都市」まちづくり

と大きく連動している。M 市における教育活動

と地域との連携の実態を掴むために，ここでは，

市内各地域の魅力のある資源を活かしたまちの
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活性化を目指す『まるごと活性化プラン』を取り

上げてみていく。 

『まるごと活性化プラン』が最初に作成され

たのは平成 25年であった。当時，地域の人たち

が主体となり、度重なる対話を経て，市内 7 つ

の学区それぞれを活性化するための具体策を

『まるごと活性化プラン』に盛り込んだ。このプ

ランは，歴史・自然・生活など地域にある“たか

らもの”を活かした魅力的なまちづくりを，地域

が主体となって行政と連携をしながら進める指

針であり，策定されてから 7 年目に入った現在

（令和 5年 1月 27日）も，進み具合に合わせて

修正されながら実施され続けている（詳細は表

１）。 

表１．まるごと活性化プランまちづくりプロジェクト一覧 

学区 テーマ まちづくりプロジェクト 

M 学区 「人がつながり，自然と歴史を

大切にするまち」 

A.自治会魅力向上プロジェクト

B.歴史・伝統文化再発見プロジェクト

C.水とホタルから輝くプロジェクト

Y学区 「自然・歴史・文化を次世代に

つなげるまち」 

A.ホタルを守るプロジェクト

B.歴史・伝統をつなぐプロジェクト

K学区 「人と水と歴史がつながる生

成りのまち」 

A.農からはじまるお付き合いプロジェクト

B.○○○川触れ合い環境整備プロジェクト

C.水に育まれた文化発見プロジェクト

T学区 「伝統文化を活かし，先人の暮

らしの知恵を子どもたちに引

き継ぐまち」 

A.○○家屋敷をはじめとする歴史・伝統文化活性化プロジェクト

B.○○○湾再生プロジェクト

C.食の地産地消推進プロジェクト

D.ホタル祭り・イベント推進プロジェクト

E.定住促進プロジェクト

KS学区 「「人をつなぐ」「四季をつな

ぐ」「たからものをつなぐ」未

来につながるまちづくり」 

A.○○川の「水辺空間」満喫プロジェクト

B.○○○○（地域の代表的植物）活用プロジェクト

C.「身近な魅力」情報発信プロジェクト

D.みんなで「つながる」プロジェクト

H学区 「北の玄関まるごと博物館構

想ー人・自然・歴史がおりなす

理想郷を目指してー」 

A.北の玄関おもてなしプロジェクト

B.まるごと博物館プロジェクト

C.○○○○森いきいきプロジェクト

D.○川周辺の自然環境保全＆環境学習促進プロジェクト

E.ふるさとの文化を見つめなおし守るプロジェクト

F.みんなで考えよう未来プロジェクト

N学区 「○○川とともに生き，○○

川とともに栄えるまち～心が

通い合う「和む」まち～」 

A.○○川河川敷・伏流水再生プロジェクト

B.みんな集まれ！にぎわい活力創出プロジェクト

C.農業を元気にするプロジェクト

『まるごと活性化プラン』を参照し，筆者作成 

表 1 から明らかであるように，どの学区もま

ちの活性化のためには，あらゆる世代や立場の

住民を巻き込み，自然・歴史・文化を次世代につ

なげるまちづくりに力を入れているのである。

とりわけ，子どもたちが自然の中で育ち，自然を

大切にし，彼らを郷土に愛着と誇りを持つ人間

に育成する意図がうかがわれる。

また，次節で検討する A 園が所在する H 学区

及び B 園が所在する M 学区は，高層の住宅が建

ち並ぶ都会的な街並みの中に，歴史を感じられ

る旧街道に加え，河川なども多く流れる地域で
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ある。一方で近年，開発が進んだことにより，自

然の減少や，新しく引っ越しをしてきた住民の

増加に伴い，住民同士のつながりの弱さや，地域

活動の場所や担い手の不足などの問題を発生し

ている地域でもある。こうした背景を持つ H 学

区・M 学区は，地域住民の地域に対する愛着を

育み，まちの活性化を図るために，ホタルや豊か

な水資源，神社や遺跡等の自然・歴史・文化のた

からものを大切に次世代へとつなげることので

きるまちづくりを進めていることが表 1 からう

かがわれる13。

以上，M 市では，教育活動やまちづくりにお

いては，自然・歴史・文化といった地域の資源や

特色を全面的に意識している。また，地域や学

校・園，行政が一体となって子どもの育ちを支え

る仕組みとなっていることが判明した。こうし

た仕組みがどのように幼児教育に反映されてい

るのか，次節では，A 園・B 園の取り組みを事例

にみていく。

３．幼児教育現場の実態 

3.1 A 園の場合

A 園は令和 4 年 11月現在，3歳児，4歳児，

5歳児の合計 65人の園児は教職員とともに園生

活を送っている。園の東側には小川が流れ，北方

には湖が据えているほか，周りには田んぼや畑

など豊かな自然が広がっている。とりわけ，近く

には，県営都市公園の「〇〇〇〇の森」があり，

中にはたくさんの種類の木々や野草，生き物が

共生している。このように，楽しみと発見に満ち

た豊かな自然がすぐそこにあるのは A 園の特徴

である。

当園の教育理念においては，子ども一人一人

の姿をよく見つめ，一人一人の伸びようとして

いる芽をしっかり育てていくことが大切だとい

う考えがある。また，教育目標は「明るく健康で

好奇心あふれる子ども・話が聞ける子ども・心か

ら感動できる子ども・生活のルールが守れる子

ども・運動の好きな子ども」の育成とされてい

る。園は，家庭や地域との信頼関係を築き，協力

を得ながら，子どもたちの健やかな成長の支援

を行っている。こうした A 園の令和 3 年・4 年

の主な行事は表 2 のとおりである。 
表 2 から明らかであるように，当園の年間行

事の大半は，「始業式・入園式・終業式」に加

え，「身体測定・検尿・体重測定・内科健診・

歯科検診」など健康維持に関する行事，「保健

指導・安全日・避難訓練・不審者対応訓練・保

育参観」など，どの園でも取り入れている活動

のほか，地域や家庭との連携も意識した活動に

よって占められている。とりわけ，当園の活動

の「絵本の貸し出し」においては，保護者が選

んで借りる日や，親子で選んで借りる日を設け

ており，親子の絆を深めるための子育て支援を

意識していることと，園の教育活動に保護者を

巻き込もうとする工夫がうかがえる。そのほ

か，ほぼ毎月開催されている活動には，M 市が

力を入れている外国語に親しみを持たせるため

の HEP（ハローイングリッシュ）や，未就園

児及びその保護者を対象に実施する子育て支援

事業の「○○広場」，さらに園児の体力向上と

ともに就学路を覚えるなど就学支援の一環とさ

れる「レッツウォーク」や「歩いて帰る（来

る）日」が挙げられる。
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他方，地域資源の活用については，「避難訓 練」「不審者対応訓練」といった地域の公的機

令和 3 年 令和 4 年 

1 月 

●第 3 学期始業式●誕生会●絵本貸出●安全日●レッツウ
ォーク●○○広場●体重測定●保健指導●歩いて帰る日●

キッズサッカー●避難訓練（地震⇒火災）●絵本貸出●お話

し会●新入園児説明会●HEP

●第 3 学期始業式●誕生会●絵本貸出(保護者が選んで借
りる日）●安全日●レッツウォーク●○○広場●体重測定

●保健指導●歩いて帰る日●キッズサッカー●避難訓練

（地震→火災）●お話し会●新入園児説明会●HEP●表現
遊びリハーサル

2 月 

●安全日●体重測定●保健指導(4 歳・5 歳）●豆まき●小学

校入学説明会●絵本貸出(保護者が選んで借りる日・親子で
選んで借りる日）●保育参観(表現あそび）●レッツウォー

ク●園外保育(○○寺 5 歳）●歩いて帰る日●誕生会●キッ

ズサッカー(4 歳・5 歳）●○○広場●HEP●獅子舞見学

●安全日●体重測定●保健指導●豆まき●小学校入学説

明会●絵本貸出(保護者が選んで借りる日）●表現遊び参
観●レッツウォーク●○○寺見学(5 歳）●歩いて帰る日

●誕生会●絵本貸出（親子で選んで借りる日）●サッカー

教室●○○広場●HEP●獅子舞

3 月 

●安全日●お別れ会●誕生会●お別れ遠足（○○○○の森）

●絵本貸出（親子で選んで借りる日）●愛児作業●レッツウ
ォーク●歩いて帰る日●防火訪問●避難訓練●修了証書授

与式●春探し遠足(3 歳・4 歳）●修了式及び終業式

●安全日●身体測定●お別れ会●誕生会●お別れ遠足●

絵本貸出(親子で選んで借りる日）●愛児作業●レッツウ
ォーク●歩いて帰る日●避難訓練(不審者・地震）●修了

証書授与式●春探し遠足●第 3 学期終業式並びに修了式

4 月 
●第 1 学期始業式・入園式●園庭開放●安全日●キッズサ
ッカー●絵本貸出●身体計測●検尿●誕生会●園外保育（4

歳 5 歳○○○○の森）●HEP●避難訓練(火災）

●始業式●入園式●安全日●絵本貸出●HEP●身体計測●
検尿●個別懇談会●誕生会●○○○○の森遠足●避難訓

練（火災）

5 月 

●安全日●キッズサッカー●絵本貸出●ヘイケボタル放流
●学級懇談会●レッツウォーク●保育参観●歩いて帰る日

●HEP●体重測定●○○広場●バス遠足（○○島）●誕生会

●歯科検診●○○公園遠足（聖火リレー応援）●避難訓練（火
災）

●安全日●絵本貸出●ヘイケボタル放流●HEP●保育参観
●学級懇談会●レッツウォーク●体重測定●聴力検査●

歩いて帰る日●○○広場●バス遠足（○○島）●誕生会●

愛児作業●歯科検診●○○公園遠足●避難訓練（火災）●
検尿●親子散歩（○○○○の森）

6 月 

●安全日●検尿●バス遠足（○○ヶ丘）●キッズサッカー●

絵本貸出●○○広場●レッツウォーク●内科検診●体重測
定●視力聴力検査●歩いて帰る日●親子交通安全教室（PTA）

●誕生会●保育参観●避難訓練(地震)●お話し会●親子遠

足（○○○○の森）●HEP

●安全日●検尿●絵本貸出●１・５交流●HEP●体重測定

●内科検診●プール開き●○○広場●自由参観●避難訓
練(地震)レッツウォーク●お話し会●歩いて帰る日●PTA

子育て研修会●誕生会

7 月 

●安全日●キッズサッカー●心と心をつなぐあいさつ運動

●絵本貸出●PTA あいさつ運動●レッツウォーク●体重測
定●保健指導●お話し会●歩いてくる日●人権教育にかか

る園訪問●あいさつ運動●HEP●○○広場●避難訓練（不審

者）●地区懇談会●誕生会●○○タイム●お楽しみ会●第 1
学期終業式

●心と心をつなぐあいさつ運動●安全日●絵本貸出●カ

レーパーティー●笹貰い●HEP●レッツウォーク●PTA あ
いさつ運動●体重測定●保健指導●歩いてくる日●誕生

会●PTA お楽しみ会●避難訓練（不審者）●お話し会●避

難訓練（火災）●○○広場●終業式

8 月夏休み 8 月夏休み 

9 月 

●第２学期始業式●安全日●絵本貸出●身体測定●保健指
導●HEP●誕生会●防火訪問●キッズサッカー●お話し会●

レッツウォーク●歩いてくる日

●始業式●安全日●絵本貸出●愛児作業●身体測定●保
健指導●HEP●誕生会●○○タイム●レッツウォーク●○

○広場●歩いてくる日●キッズサッカー●避難訓練（大規

模災害・引き渡し）●お話し会 

10 月 

●安全日●絵本貸出●体重測定●保健指導●保育参観●HEP

●レッツウォーク●○○広場●歩いて帰る日●芋ほり●バ

ス遠足（３歳○○の里４歳○○山）●誕生会●○○公園遠足
（5 歳）●避難訓練(不審者対応)●キッズサッカー（5 歳）

●△△寺見学●

●安全日●体重測定●保健指導●保育参観●HEP●絵本貸

出●レッツウォーク●○○広場●歩いて帰る日●小学校

就学時健康診断●防火訪問●学区民のつどい(5 歳児和太
鼓演奏)●誕生会●○○公園遠足（5 歳）●避難訓練(火災)

●キッズサッカー（5 歳）●バス遠足

11 月 

●安全日●体重測定●バス遠足（５歳○○山登山）●園内作

品展●民生委員あいさつ運動●キッズサッカー●PTA あい

さつ運動●青少年美術展覧会●保育参観●避難訓練（大規模
災害・引き渡し訓練）●聴力・視力検査●お話し会●誕生会

●HEP●○○広場●絵本貸出●レッツウォーク●歩いて帰る

日●小学校就学時健康診断●牛舎見学

●安全日●心と心をつなぐあいさつ運動●園内造形展●

絵本貸出●バス遠足（○○の里）●PTA あいさつ運動●レ

ッツウォーク●保育参観●５・５交流●体重測定●聴力検
査●歩いて帰る日●○○広場●絵本貸出●お話し会●不

審者対応訓練●キッズサッカー●HEP●牛舎見学●避難訓

練（火災）●誕生会

12 月 

●安全日●個別懇談●絵本貸出●HEP●レッツウォーク●体

重測定●保健指導●就園時健康診断●音楽会●PTA 人権研

修●歩いて帰る日●誕生会●アルバム個人写真撮影●キッ
ズサッカー●お話し会●避難訓練（火災 2 次）●○○広場●

お楽しみ会●第 2学期終業式

安全日●個別懇談●絵本貸出●レッツウォーク●体重測

定●保健指導●音楽会●歩いて帰る日●○○広場●HEP●

△△寺見学●避難訓練（地震→火災）●誕生会●PTA お楽
しみ会●お話し会●お楽しみ会●第 2学期終業式

筆者作成

表２．A園年間行事表（令和３・４年）
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関との連携活動がある。年に一回程度，地域の

消防署や警察署の方に来園してもらい，指導を

行うことになっている（残りの回数は園の教職

員が担当されているという14）。

一方で，地域の自然資源や人的資源を活用す

る活動が一年を通して多く取り組まれているこ

とが見て取れる。

まず，地域の自然資源の活用については，

「○○公園遠足」「バス遠足」「○○○○の森遠

足」などの活動が年間を通じて持続的に展開さ

れていることがわかる。次に，地域の人的資源

の活用に関しては，とりわけ「お話し会」とい

う地域の方たちによって構成される絵本の読み

聞かせボランティア団体の活動，「キッズサッ

カー」といった地域のボランティアによる子ど

もたちにサッカーを教える活動が多く確認され

る。そのほかには，2月に 5歳児が○○寺を訪

れ，地獄絵図を鑑賞することで貴重な文化財に

触れる活動や、10月・12月に△△寺を訪れ、

座禅体験をしたり，礼儀作法を学んだりするこ

とで，日本の伝統文化に触れる機会が設けられ

ている。4月に園の所在地域にある「ホタルを

守る会」の方にヘイケボタルについてのお話を

園児に聞かせ，5月の初頭に，4歳児 5歳児は

地域の田んぼでホタルの幼虫の放流を行った。

年間行事表には示されていないが、6月中旬に

園は保護者に家庭からホタルを見に行ってもら

うよう啓発活動を行い、たくさんの親子がホタ

ルを飛んでいる美しい様子を観察することがで

きた。9月に地域の和太鼓グループに来園して

もらい，和太鼓の演奏を行ったうえ，園児に和

太鼓に直接に触れる「○○タイム」が実施され

た。10月に実施された「学区民のつどい」に

おいて，5歳児が参加し，和太鼓の演奏を行っ

た。6月と 11月の二回にわたって実施された

隣接している小学校の 1 年生と年長児との

「1・5交流」や 5 年生と 5歳児の「5・5交
流」に加え，地域にある「牛舎見学」を行い，

M 市教育委員会が主催している子どもを心豊

かに育ち，地域の活性化と地域の子育て力を高

めることを意図した「心と心を繋ぐあいさつ運

動」なども確認できる。

さらに，園児の保護者が園の運営にかかわる

PTA を通じて，園は家庭との連絡を密にし，

幼児教育の充実に家庭からの協力を得ている。

なお，A 園の PTA 活動としては，「愛児作業・

子育て研修会・心と心をつなぐあいさつ運動・

お楽しみ会」などがあり，活発に活動されてい

る15。

3.2 B 園の場合

B 園は令和 4 年には，3歳児，4歳児，5歳
児の合計 103名の幼児が，教職員の指導のも

とで園生活を送っている。

園の所在地域には，宅地開発が進み，商業施

設や工場なども多く，都市化が進んでいる一

方，神社や遺跡，川や水路，公園など，昔なが

らの環境も残っている。また，新しく引っ越し

をしてきた家庭が多いため，地域にまだ馴染め

ていない園児が多くいる16。園児の実態として

は，興味や関心があることには一生懸命取り組

むこと、また，友達の意見や考えに素直に耳を

傾ける姿はある一方で，自分で選んだり，判断

して行動したりすることには苦手な姿が見られ

るという特徴がある。こうした園児たちの実態

を踏まえて，当園は「心豊かでたくましい子」

の育成を目指して、とりわけ「自分がすき，友

達がすき，地域がすき」に関する取り組みに力

を入れている。

表 3 は令和 3 年・4 年の B 園行事表であ
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表３．B園年間行事表（令和３・４年） 

筆者作成

令和 3 年 令和 4 年 

1 月 

●3学期始業式●雑煮会食●あいさつ運動●歩い
て帰る日(5 歳）●園外保育（4・5 歳○○神社）
●体重測定●保健指導●△△広場●お話し会●
大根収穫●避難訓練●安全日●大根収穫パーテ
ィー●人権教育園訪問●ハローイングリッシュ
（5歳）●誕生会●不審者侵入対応訓練 

●3 学期始業式●雑煮会食●あいさつ運動●歩い
て帰る日(5歳）●園外保育（４・5歳○○神社）●
体重測定●保健指導●△△広場●お話し会●大根
収穫●避難訓練●安全日●大根収穫パーティー●
人権教育園訪問●ハローイングリッシュ（5歳）●
誕生会●不審者侵入対応訓練

2 月 

●あいさつ運動●安全日●豆まき●歩いて帰る
日(5歳）●体重測定●保健指導●保育参観●サッ
カー広場（5歳）●ハローイングリッシュ●△△
広場●誕生会●お話し会●お別れ会

●あいさつ運動●安全日●豆まき●歩いて帰る日
(5 歳）●体重測定●保健指導●保育参観●サッカ
ー広場（5歳）●ハローイングリッシュ●△△広場
●誕生会●お話し会●『○○踊り教えて』の日●お
別れ会

3 月 

●サッカー広場(5歳）●あいさつ運動●安全日●
誕生会●ホタルの幼虫放流●身体測定●歩いて
帰る日●修了証書授与式

●サッカー広場(5 歳）●あいさつ運動●安全日●
誕生会●ホタルの幼虫放流●身体測定●歩いて帰
る日●修了証書授与式●春探し遠足（3・4歳）

4 月 

●始業式●入園式●あいさつ運動●身体測定●
安全日●絵本貸し出し開始●歩いて帰る日(5歳）
●検尿●個別懇談会●ハローイングリッシュ●
誕生会●身体測定●避難訓練

●始業式●入園式●身体測定●あいさつ運動（4・
5歳）●ハローイングリッシュ（5歳）●安全日（4・
5歳）●絵本貸し出し開始（4・5歳）●個別懇談●
誕生会●避難訓練（4・5歳）

5 月 

●あいさつ運動●体重計測●バス遠足(○○丘）
●歩いて帰る日●△△広場●安全日●歯科検診
●保育参観●ハローイングリッシュ●避難訓練
●誕生会●芋苗植え

●ハローイングリッシュ（5歳）●あいさつ運動（4・
5歳）●体重測定●保育参観●△△広場（4・5歳）
●歩いて帰る日（5歳）●サツマイモ苗植え（4・5
歳）●バス遠足（4・5歳）●歯科検診●体重測定●
学級懇談会●避難訓練（4・5歳）●誕生会●検尿

6 月 

●安全日●あいさつ運動●検尿●絵本貸出●体
重測定●歩いて帰る日●バス遠足●ハローイン
グリッシュ●人と自然に優しい道づくり体験●
内科検診●△△広場●避難訓練●視力聴力検査
●保育参観●誕生会●5－5交流

●ハローイングリッシュ（5歳）●検尿●絵本貸
し出し開始●玉ねぎ収穫(5 歳)●歩いて帰る日(5
歳)●あいさつ運動●プール開き●内科健診●△△
広場●体重測定●○○川川遊び（5歳）●避難訓
練（地震）●保育参観●5ー5交流（5歳）●笹も
らい（5歳）●体重測定●視力●聴力検査●誕生
会●キッズサッカー（5歳）●ホタルマップ

7 月 

●安全日●△△広場●避難訓練●誕生会
●歩いてくる日●心と心をつなぐあいさつ運動
●夏祭り●誕生会●個別懇談●体重測定●保健
指導●お話し会●カレーの日●ハローイングリ
ッシュ●不審者対応訓練●一学期終業式

●ハローイングリッシュ（5歳）●△△広場●誕
生会●歩いて来る日（4・5歳）●避難訓練（不審
者対応）●夏祭り●個別懇談●体重測定●保健指
導●個別懇談●カレーの日●避難訓練（火災）●
誕生会●終業式

8 月夏休み 8 月夏休み 

9 月 

●第 2学期始業式●安全日●誕生会●あいさつ
運動●歩いてくる日●ハローイングリッシュ●
身体測定●保健指導●避難訓練（地震）●運動
遊び参観

●始業式●あいさつ運動●歩いてくる日●お話し
会●誕生会●身体計測●保健指導●避難訓練●運
動遊び参観

10

月 

●安全日●あいさつ運動●お話し会●バス遠足
（5歳○○山 4 歳○○山 3 歳○○公園）●避難
訓練（地震⇒火災）●体重測定●保健指導●歩
いて帰る日●運動遊び参観●ハローイングリッ
シュ●就学時健康診断●いもほり●不審者侵入
対応訓練●誕生会●視力聴力検査

●ハローイングリッシュ(5 歳)●あいさつ運動●
△△広場●避難訓練（地震⇒火災）●体重測定●
保健指導●歩いて帰る日（5歳）●誕生会

11

月 

●安全日●防火訪問●心と心とつなぐあいさつ
運動●歩いてくる日●あいさつ運動●園内作品
展●体重測定●引き渡し訓練●避難訓練●花の
苗植え(4歳）●ハローイングリッシュ●誕生会
●お話し会●△△広場●保育参観●就園児健康
診断

●安全日●心と心をつなぐあいさつ運動●歩いて
くる日●ハローイングリッシュ●体重測定●引き
渡し訓練●園内作品展●キッズサッカー●△△広
場●誕生会●お話し会

12

月 

●安全日●保育参観●歩いて帰る日●△△広場
●誕生会●あいさつ運動●個別懇談会●お話し
会●ハローイングリッシュ●体重測定●保健指
導●避難訓練●お楽しみ会●第 2学期終業式

●ハローイングリッシュ●歩いて帰る日●音遊び
参観●個別懇談●お話し会●△△広場●体重測定
●保健指導●お楽しみ会●誕生会●第 2学期終業
式
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る。 

表 3 から当園の取り組みの傾向が見えてく

る。すなわち，「始業式・入園式・終業式」に

加え，「身体測定・体重測定・保健指導・内科

健診・歯科検診・検尿」など健康維持に関する

行事，「避難訓練・防犯教室・保育参観」など

日々の生活を安全に過ごせるための活動，及び

地域や家庭との連携を意識した活動が年間行事

のかなりの割合を占めていることである。 

その次に頻度の高い活動として，5歳児を対

象とする「ハローイングリッシュ」という外国

語に親しみを持たせるための活動，「あいさつ

運動」，「歩いて帰る日（来る日）」 という活

動，さらに，地域に住む未就園児及びその家庭

への子育て支援の一環として展開される「△△

広場」がある。「あいさつ運動」は子どもたち

を心豊かに育て，地域の活性化と地域の子育て

力を高めることを目指して，M市教育委員会が

主催している「心と心をつなぐあいさつ運動」

に連動している活動であり，「歩いて帰る日

（来る日）」は園児たちの体力づくり及び就学

支援を視野に入れたものである。これらの活動

は M市内の幼児教育保育機関で普遍に展開され

ているものである。 

他方，地域資源の活用に関する活動には，地

域の畑を借りて行う「サツマイモ苗植え」，「玉

ねぎ収穫」という畑活動や，地域の自然環境に

親しみ，自然の中で遊ぶ「バス遠足」に加え

「○○○川川遊び（詳細は第 4節）」，地域の大

人と交流する要素を持つ「笹貰い」といったも

のが確認できる。また，年に数回の「避難訓

練」・「防犯教室」といった活動のうち，一回程

度，地域の消防署や警察署の方に来園してもら

うことに留まっており，残りは園の教職員が担

当していることは A園と同じである。これらの

行事のほかに，就園児の保護者有志で構成さ

れ、主体的に実施されている活動として，就園

児とその家庭を地域とつなぐためのものがあ

り、年に 2～3回実施されている。例えば，節

分の日には，有志のメンバーが鬼の恰好をし

て，園児に退治されるなど，節分の活動を行っ

たり，秋には園庭開放日を使って，園庭で園児

たちに宝探しや鬼ごっこなどを楽しめるように

活動の企画・準備に携わったりしてきた。 

以上のように，B園の教育活動において，保

護者有志の活動は地域の人的資源を有効に利用

し，園児と地域とのつながりを持たせるために

貢献していることが明らかである。しかし，そ

れ以外の年間行事の内容からは，地域資源の活

用が限定されていることも明らかである。 

４．地域・園・行政の連携における課題

についての考察 

以上，幼児教育現場における地域・園の連携

の実態についてみてきた。本稿で取り上げた 2
園とも教育活動に地域との連携を図っているも

のの，地域資源活用に関する活動の量につい

て，B 園よりも A 園の方が多いことがわかっ

た。つまり，園の教育活動における地域との連

携の程度にバラツキが存在しているのである。

なお，二つの園の年間行事から「ハローイン

グリッシュ，レッツウォーク，あいさつ運動」

及び，「○○広場」や「△△広場」など，M 市

の就学前教育事業・子育て事業や，M 市教育

委員会主催の事業に関連する活動が均等に行わ

れていることが明らかである。また，教育委員

会に主催される月に一回の園長会議があること

も判明した。園長会議において，各園の行事の

取り組み方や保育の質の向上に向ける取り組み

などについての意見交換が行われ，結果的には

教育の質の保障につながることが言うまでもな

い。これらのことを踏まえて，第 3節で判明
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した二つの園の教育活動における地域資源活用

の格差が，園の置かれている地域資源の格差そ

のものによる影響と推察できる。

地域資源活用におけるバラツキの存在は教育

課程の格差，ひいては教育の機会的平等の保障

を阻害しかねない。教育の機会的平等の保障と

いう観点からも，教育活動において園の置かれ

ている地域資源の格差による影響を生み出す根

本的な理由を究明する必要がある。以下，「協

力者」会議の存在，地域資源開発における園の

実態，及び研究開発活動から見えてきたもの，

の三つの視点から，考察していく。

4.1 「協力者」会議の存在 

M 市の幼児教育保育機関には「協力者」会

議（園の活動に協力するという意味で「協力

者」会議と名付けさせていただく）のような存

在がある。そのメンバーは当該園の園長，園の

PTA のリーダー，園の所属する自治体の自治

会・各主要団体の長，民生委員，場合によって

連携のある小・中学校の校長など数名で構成さ

れる。「協力者」会議のメンバーの数及び構成

が各園に任されているため，園によってその数

は異なり，M 市の場合，「協力者」会議のメン

バーがわずか 3名しかいない園もある。「協力

者」会議の構成員が一堂に集まり会議を開くこ

とが無く，園の活動の内容に応じて、その都度

関係メンバーのみ協議に参加する形となってい

る。

園にとって，こうした「協力者」会議は，国

や園の教育方針を，地域と共有する場であり，

教育活動の実施に必要な地域の人的・物的支援

を，地域に求める場でもある。「確かに，場合

によって幼稚園・保育園の園長は『地域学校協

働活動推進員』という肩書をもらったりするこ

ともあるが，地域資源の発掘や連携などに行政

から人的・物的支援がほとんど望めず，園が中

心となって，一方的に地域に支援をお願いして

いる状態である」17 というコメントから，地

域資源の発掘に関する業務はほとんど園に任せ

ており，行政の関与が欠けている状態がうかが

われる。地域資源の開発におけるこうした行政

の関わりの欠如が，各園の「協力者」会議のメ

ンバー数におけるバラツキを生み出し，教育活

動における地域資源活用のバラツキも生み出す

ことにつながると考えられる。 

4.2 地域資源開発における園の実態 

 幼児教育保育機関の教育活動における地域資

源開発の実態を掴むために，本稿で取り上げて

いる A 園，B 園のほかにも，M 市にある複数

の幼児教育保育機関の責任者にインタビューを

実施した。以下，そのインタビューの内容を示

しておく。  

 ・「地域資源の開発において園主体となって

いる。園と地域との連携については行政から人

的資源も物的資源もほとんど期待できない。基

本は，園が一方的に地域の方にお願いしてい

る」。

・「コロナ禍の中で異動してきたため，コロ

ナ禍前に地域の方の協力を得て実施した活動が

すでに中断している。その中断した活動を復活

するため，地域の方にお願いをしなければなら

ないが，生活地域も違うため地域の方とのつな

がりがなく，本当に困っている」。

・「以前は入園式や運動会，卒園式など園の

行事に地域の方に来ていただいていた。その

時，園の運営や教育活動についての協力をそれ

らの場を借りてお願いできたが，コロナ禍でこ

れらの行事もなるべく最小限に行っているた

め，地域の方にも来てもらえなくなり，ますま

す地域とのつながりを持ちにくくなってい
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る」。 
・「これまで園の教育活動に協力してくださ

った方は，高齢で今後協力できなくなってくる

方が多い。協力してくださる方を園で探さなけ

ればならず，本当に大変。何より，園に協力し

ても報酬も出せない。そのため，なかなか，協

力してくださいとも言いにくい」。 
・「教育委員会には学校の教育活動に協力し

てもらえる方たちが登録している人材バンクが

ある。しかし，登録者が充実していないうえ，

地域の方でないとなかなか園の活動に協力して

くださいとお願いできない状態である。なぜな

ら，園の活動は一回切りのものではなく，継続

しているものがほとんどだから」。 
・「人材バンクに登録している方で，園の活

動に協力した場合，一年間で図書カード一枚は

貰えるかな。ボランティアで園の運営に協力し

てくださる方に出会った場合，図書カード一枚

でももらえるように，その方に人材バンクに登

録するよう，園から声かけをしている」。 
以上の声から18，幼児教育保育機関における

地域資源活用に見られるバラツキが，これまで

行政による人的・物的サポート体制が欠けてい

る中，各幼児教育保育機関に地域資源の発掘を

任せていた実態によるものであることを改めて

確認した。とりわけ，公立の幼児教育保育機関

の場合，園長を含む教職員の定期異動があるこ

とも無視できない。なぜなら，個人のネットワ

ークを生かして開発した地域の資源が教職員の

異動とともに継承されにくいという状況が生じ

ているからである。なお，こうした状況はコロ

ナ禍によってより一層顕著になったことも明ら

かとなった。さらに，第 2節で行われた M 市

の教育理念や方針についての分析から，地域や

学校・園，行政が一体となって子どもの育ちを

支える仕組みとなっていることが明らかであ

る。にもかかわらず，実際の教育活動において

は，園が一方的に地域との連携に奔走してお

り，本来，積極的に主導する立場にある行政側

の不在が目立つものである。 
 
4.3 研究開発活動から見えてきたもの 

ここから，2021 年にスタートした筆者と B
園とともに取り組んでいた幼児教育課程開発に

ついて紹介する。 
2021 年 6月から 8月の間，園児の実態及び

地域資源に対する前期調査という活動を行っ

た。具体的には，筆者は B 園の園長先生と園

児の実態，地域での生活において，園児及び園

児の家庭の抱えている課題，さらに，その課題

を解決するために利用できそうな地域の資源に

ついて話し合いを重ねた。その結果，住宅開発

が進み転居者や核家族が多いため，保護者の価

値観が多様であることに加え，地域生活や園の

生活に馴染めていない園児及びその保護者が多

くいること，そのため，地域に対する愛着の育

成という面では課題が存在することが判明し

た。こうした課題を解決するために使えそうな

地域の資源として，いくつかの候補をあげた

が，最終的には園の近くにある○○神社，○○

川に加え○○踊りを取り入れることにした。 
2021 年 9月から 11月の間は，地域とのつ

ながりを探っていた時期に当たる。〇〇踊りは

民俗文化財にもなっており，現在その保存会が

中心に活動しているため，幼児教育活動に〇〇

踊りを導入するにあたっては，保存会と繋がる

必要があった。その保存会の情報を知りたく，

2021 年 9月初頭，筆者は M 市の文化財を担当

する部署に連絡し，研究開発の趣旨とともに，

○○踊り保存会と連絡を取りたい旨を伝えた。

2ヶ月が経とうとする 10月末になっても，返

事がなかったため，個人ルートを通じて，よう
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やく保存会の主要メンバーである○○自治会と

連絡が取れたのは 12月の初頭であった。自治

会会長に，研究開発の趣旨と協力のお願いをし

たところ，研究に対する協力を快諾してもらっ

た。その後，12月末まで，筆者・B 園の園長

先生及び自治会会長の三人で，○○踊りを園児

にも楽しめる方策を探り続けた。そして，年明

けの 2022 年 2月に，自治会長に来園してもら

い，5歳児に○○踊りについてのお話を行い，

踊りの教授を行ってもらうことが実現された。 
〇〇踊りを園教育活動に導入できたことをき

っかけに，B 園の教育活動に，〇〇自治会から

のさらなる協力が得られた。2022 年 6月に，

〇〇神社の外を流れる〇〇川で，5歳児たちが

自治会のメンバーと一緒に，自治会に用意して

もらった道具や遊具でお魚や貝，水草などの生

き物探しを体験した。子どもたちは取れたお魚

や貝，植物などを自治会メンバーに事前に用意

していた水槽に入れ，生き物を眺めながら，地

元の川に生息する生き物について学ぶ経験を得

た。 
 〇〇神社，〇〇踊り，〇〇川遊びの実現は自

治会の全面的な協力があってこそのものであっ

た。確かに、〇〇川遊びに関しては、川の水量

の調整は、行政によるサポートを受けているも

のの，全体的に見たときには行政によるサポー

トが欠けているため，幼児教育保育機関による

一方的な地域資源開発の難しさを実感した出来

事でもあった。今回の研究開発活動を通じて，

限られた地域資源をどうにかして教育活動に活

かそうと取り組まれた B 園の園長先生をはじ

め、幼児教育保育現場で必死に頑張っている園

長先生たちの姿を目の当たりにして，教育活動

に献身的に奮闘する先生方に脱帽する思いでい

っぱいになった。 
 

５．終わりに  

今日，教育改革の目玉である「社会に開かれ

た」教育課程の実現に向けて，教育活動に学

校・地域と行政の連携が大いに問われている。

また，本論文で取り上げている M 市の教育理

念やまちづくりの方針に対する分析からも，M

市では地域や学校・園，行政が一体となって子

どもの育ちを支える仕組みとなっていること，

教育活動においては自然，歴史，文化といった

地域の資源や特色を全面的に意識していること

が明らかとなった。しかし一方で，「社会に開

かれた」教育課程の実現に対する M 市の構想

とは裏腹に，教育活動の実施に必要な地域の人

的・物的支援など地域資源の開発を，一方的に

園にその業務を任せており，本来，主導的な立

場に立って推進活動を進めるはずの行政の関与

が欠けていることが明らかとなった。 
本論文で明らかにした「社会に開かれた」教

育課程の実現における M 市での課題は，決し

て M 市だけのことではなく，全国の都道府県

に普遍的に存在していることが推察される。ま

た，こうした課題が見られた背景には教育政策

において「社会に開かれた」教育課程の実現に

おける行政の役割に対する言明が欠けているこ

とと関連することが考えられ、今後の筆者の研

究においてその究明を目指していく思いであ

る。 
「社会に開かれた」教育課程の実現に向けた

行政の関与の不十分さが，教育活動における地

域資源活用の格差を生み出し，子どもたちが教

育活動を通じて得られる経験の格差を生み出

し，さらに，教育の機会的な平等を阻害する一

因になりかねない。一方で，第 3節で見られ

た二つの幼児教育保育機関で均等的に展開され

ている市の就学前教育事業・子育て事業や，市

教育委員会主催の事業に関連する活動、及び教
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育の質の保障につながる園長会議から，行政に

よる制度的な枠組みの構築によって、教育活動

における地域資源活用の格差をなくす可能性も

見えてくる。今後、「社会に開かれた」教育課

程の実現に、行政によるこうした制度的な枠組

みの構築が手掛かりになると考える。
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